
資料２ 
実証対象技術範囲の検討について 

 
１．検討の背景 

 し尿分離型等の処理水の地下浸透を伴う技術は、日常的な維持管理の難しい避難小屋等

におけるし尿処理対策として、処理水の地下浸透を伴う技術を実証事業で取り上げること

が有効であると考えられる。 

 昨年度、第１回・第２回・第４回の WG において検討を行い、今後、処理水の地下浸透を

伴う技術については、以下のような方針で取り扱う方針とした。 

 当技術分野において処理水の地下浸透に類する技術申請があった場合において、

当面は、実証対象とするかどうかを個別にWG等において検討を行うこととする。 
 検討を行うため、試験要領に基づき、装置に関する資料の提出を徹底する。また、

「申請資料の作成方法―装置に関する情報」の内容に基づき、資料提出を求める。

特に「2）設計における基本的考え方」をもとに審査することとする。 
  

２.今年度の方針について 

 今年度、処理水の地下浸透を伴う技術の申請があった場合、昨年度までの検討内容、及

び、実証試験要領第８版の以下の点を踏まえ、実証対象とするかを WG において判断するこ

ととする。 
 
参考①．対象技術について 

 実証試験要領第８版 P1 I.緒言 より抜粋 

２.対象技術 

本実証試験の対象となる自然地域トイレし尿処理技術とは、山岳地や山麓、海岸、離島

などの自然地域で上下水道、電気（商用電源）、道路等のインフラの整備が不十分な地域、

または自然環境の保全に配慮しなければならない地域において、し尿を適切に処理するた

めの技術を指す。 

具体的には、し尿を生物学的処理、化学的処理、物理学的処理、もしくはそれらの組み

合わせにより処理するもので、洗浄水やし尿処理水を原則として、公共用水域等に放流・

排水しない「非放流式」を対象とする。 

３.実証試験の基本的考え方 

 本実証試験は、その目的を達成するために、これに関わる国（環境省）、実証運営機関、

実証機関が共同し、施設管理者等の協力を得ながら事業を行い、その成果を一般に情報提

供し、公開することを原則とする。 

実証試験によって得られた成果は、本技術に関わる装置の信頼性向上や地方公共団体・

山小屋といったエンドユーザーの機種選択等に向けた情報提供などに貢献することが期待



される。 

本実証試験の基本的考え方として、以下に留意点を示す。 

① 自然地域トイレし尿処理技術を処理方式により分類し、技術的特徴及び性能の

把握と技術的課題を見出す。 
② 実証試験は、装置の性能表示に対する試験に主眼を置いて実証する。 
③ 装置の設置から発生物の搬出までのトータルシステムとしての自然地域トイレ

し尿処理技術を確立することを念頭において実証試験を行う。 
④ 自然環境条件、季節変動、利用負荷変動等に対する装置の稼動状況を把握する。

⑤ 実証試験の内容、方法は、本実証試験要領で総括的に規定し、詳細については

実証機関が策定する実証試験計画において定める。 
 

参考②．技術の審査 

 実証試験要領第８版 P10 Ⅲ.対象技術の審査 ２.申請資料の作成方法(２)装置に関

する情報 より抜粋 

1）装置の技術概要および特徴 

装置の技術概要、特徴、及び本装置を導入することにより期待される環境保全効果を示

す。また、装置を設置・稼動することで副次的な環境問題等が生じないことも示す。 

2）設計における基本的考え方 

水供給設備や電力供給設備、配置等も含めた全体の設計コンセプト（設定条件、装置のレ

イアウト、必要電力容量及び消費電力量や給水量、凍結・夾雑物対策等の根拠など）を分

かりやすく示す。また、期待される環境保全効果、副次的な環境問題等が生じないことに

ついても示す。 

3）構造・機能説明書 

フロー図等により、その構造及び機能をわかりやすく示す。 

4）処理性能 

処理性能を明確にし、それを判断できる考え方や設計基準、根拠等を示す。 

5）標準設計図 

平面図、断面図、外観図等を示す。 

6）設置実績資料 

過去に設置した実績について、設置場所、用途、設置年度、処理規模等を一覧表に示す。

7）技術性能データ 

実証試験の方法の検討及び効率化を図るため、以下に示す技術性能データを添付する。

添付するデータは、過去に実施したものを除き、本実証試験要領に基づいた方法で行うこ

ととする。 

① 既設装置で申請する場合は、当該装置の実績データを提出する。 

② 新設装置での実証試験は、同一型式の既設装置における実績データを提出する。 



 なお、実績データがない場合は、工場試験データ等の関連データを提出する。この場合

においても、過去に実施したものを除き、本実証試験要領に則った方法で行うこととする。

8）維持管理要領書 

実証装置の維持管理要領書を添付する。また、使用開始時及び使用停止時における対処

法も明らかにする。 

9）設置条件 

設置が可能な条件、または制約条件を明らかにする。 

 

 

事例：処理水の浸透を伴う技術例 

  



 

 
 

 


